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★東山荘
★ロータリー財団月間に因んで 
　ロータリー財団委員会夢をかたちに
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第2063回 例会プログラム
●例　会　場／ 
　キリンディスティラリー株式会社
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／心をあわせて
●内　　　容／職業奉仕月間に因んで
　　　　　　　企業訪問 
　　　　　　　職業奉仕委員会

11月６日の例会
次　回

会長挨拶
第16回例会
　10月18日は青少年交流の家でオープンハウス2008が行なわれました。ロー
タリークラブは去年に続き新世代委員会が担当し、来場者に対してロータリー
クラブとはどの様な組織であるかが分かるような展示物と、今年の新世代委

員会のメイン事業である未来への手紙を、子供、大人、と世代に関係なく３年後の自分に宛てた
手紙を書いてもらい、それを預かりました。皆さん大変興味を示し、全部で53通の手紙を預かり
ました。これは御殿場と小山町の小学５年生を対象にした事業ですが、すばらしい成果が望めそ
うな感触を得ました。
　次に規定審議会について少し調べてみました。ロータリークラブも1905年に創立されてから103
年目になります。その間時代の移り変わりと共にロータリーのルールもいろいろと変化してきま
した。規定審議会とは国際ロータリーの立法機関で、３年に一度行なわれる規定審議会で審議決
定されたものが、その年度の手続き要覧として３年ごとに発行されています。規定審議会のため
の賦課金を毎年度はじめに会員１人１ドルずつ負担していることはご存知の通りです。
　規定審議会の歴史ですが、1911年から29年までは国際大会の決議委員会で審議をしていました。
1930年の25周年大会には参加者が11,000人を超えたため審議が困難になり、1932年のシアトル国
際大会で規定審議会発足案が提案されました。その後1953年までは国際大会と共に毎年開催され
ていましたが、1954年からは偶数年に開催されることになり、1972年まで２年ごとに行なわれて
きたのが1974年から３年ごとのいまのスタイルになりました。開催地も世界中いろいろなところ
で行なわれてきましたが、2001年のシカゴ審議会で、今後審議会は常時シカゴで開催されること
が決議されました。
　この2001年のシカゴ審議会で採択されたものの中から興味深いものを拾ってみました。
・クラブ理事会の裁量で１ロータリー年度に４回まで例会を取りやめることが出来るが、４回以上
　続けて例会を取りやめてはならない。
・会員の出席免除の条件をクラブ理事会が決定することができる。
・クラブが性別を１つに限定することを禁止する。

●会員誕生日　11月５日　根上眞一君 
●結婚記念日　10月31日　小野篤之君 茂子様 ご夫妻 
　　　　　　　11月２日　鈴木榮一君 静子様 ご夫妻 
　　　　　　　11月４日　臼井良太君 芳恵様 ご夫妻
●皆　出　席　10月23日　根上陽一君（５年） 
　　　　　　　10月24日　井口修一君（17年）　 

会員慶事



９月26日
10月６日 

裾 野  
柿 田 川  

○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 59名 50名 84.75％ 100.00％

秋田　敬君・梶原一正君・勝又博文君・勝間田太住君
勝又敏雄君・望月　茂君・臼井良太君・内海宣彦君 
山内強嗣君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（９名）

10
23

10
9 のメーキャップの出席報告

橋本　喜市君 
内海　隆治君 

10月７日 
10月22日 

清 水  
長 泉  

林　　由行君 
斉藤　礼志君 

★2008年 11月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　日 時　間 会　場 内　容 担当及び卓話者
11／６
（2064回） 12：30 東山荘 ロータリー財団月間に因んで ロータリー財団委員会

11／13
（2065回） 12：30 御殿場館21 会員卓話　米の話 勝又博文君

11／20
（2066回） 12：30 東山荘 秋の演奏会 外部より

11／27
（2067回） 12：30 東山荘 会員卓話　戦争体験談 井口修一君

10  23のスマイル
・観月会ご協力ありがとうございました。クリスマス会もお願い 
　致します。親睦活動委員会
・オープンハウスご協力ありがとうございました。未来への手紙 
　は53通でした。新世代委員会
・先日は観月会でのご利用ありがとうございました。斉藤礼志君
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　「ロータリー米山記念奨学事業」は
今から56年前、初代会長・米山梅吉翁
の遺徳を偲び東京ロータリークラブの

提唱で始まりました。
　この事業は、長年国際ロータリーからは疎まれており
ましたが、2004年度ＲＩ会長ビチャイ・ラタクルさんが
来日した際、米山梅吉記念館を訪問され、55年前・奨学
生第１号のソムチャード君がタイ国からの留学生である
ことに深い感銘を覚え、長年に亘る奨学生制度の実践を
高く評価されました。
　それ以降、現在では「各地区合同奉仕事業」として国
際ロータリーの一員に入り、活動を続けております。
　毎年、米山奨学生800名を受け入れており、当2620地区
での受け入れ奨学生は、今年度は20名で、次年度は21名
を受け入れます。

　現在、日本大学国際関係研究科博士
課程在学中です。出身は中国天津です。
北京の南より120キロ、面積は11,760 

k㎡、人口は約1,000万人、中国の四番目の都市です。８
月のオリンピックでサッカーの試合は天津で行われました。
名物として、甘栗と中華まんがとても有名です。でも私
は天津で天津丼は見たことがありません。
　2001年の４月に私は交換留学生として、茨城キリスト
教大学にやって来ました。自然環境の保護と工業の発展
とうまく共存することにとても感心しました。その後、
日中関係の問題を解くために、日本大学国際関係大学院
に進学しました。
　近年、中国は急速な経済成長により、国民のナショナ
リズムも急速に成長したので、自然に反日の方向に転化
しやすくなりました。しかし、私は日本と中国は同じく
儒教文化圏に属し、共通の価値観、共通の文化背景を持っ
ているので、欧米諸国と比べて、交流しやすいと思います。
たとえば、共通の「恩返し」思想、世話になった人に必
ず恩を返します。四川大地震のときに、日本は中国に多
大な経済支援を送り、救援隊も派遣しました。中国人の
対日本のイメージは大きく変わり、強い反日の人達も日
本に感謝の言葉を伝えました。
　中国にロータリークラブが無いと聞いて、将来ロータリー
の理念を中国に導入し、クラブを創立したいです。

ロータリー米山記念奨学委員会
小野毅様（三島ＲＣ）委員長

米山記念奨学生
杜　震様


